
 

繊維強化リグニン材を用いた自動車部材 
 
試験研究計画名：地域のリグニン資源が先導するバイオマス利用システムの技術革新 
研究代表機関名：国立研究開発法人 森林研究・整備機構 

 

背景とねらい： 
林地残材由来の改質リグニンは耐熱性等の性質を有し、耐熱プラスチックとして有望

な素材です。しかしながら、改質リグニンを用いた製品展開は未だ確立されていませ

ん。我々は、改質リグニンを用いた高付加価値製品の開発に取り組み、改質リグニンと

既存樹脂との複合化により、新規な樹脂材料を開発しました。得られた樹脂材料は、繊

維強化プラスチック部材として用いることができます。 
 

特長と効果： 
改質リグニン樹脂は、改質リグニンとマトリックス樹脂を混合し成形することで得ら

れる樹脂材料です。得られたリグニン樹脂は、既存のエポキシ系樹脂と同等以上の強度

を示します。既存の樹脂成型プロセス（ハンドレイアップ法や真空含侵法）に適用可能

なため、板材から三次元成形体まで作製することができます。我々は、真空含侵法によ

り自動車部材の一部（ボンネット等）をリグニン材によって試作することに成功しまし

た（図１）。得られた部材は、既存の不飽和ポリエステル系樹脂を用いた繊維強化プラ

スチック部材に比べて揮発性有機化合物（VOC）の放出が少ないことが分かっています

（表１）。また、改質リグニン樹脂に難燃剤を添加することで、不燃性を付与すること

も可能となりました（図２）。この不燃材は、国土交通省の不燃材認定（認定番号 NM-

4642）を取得しています。これらの技術開発から改質リグニンを用いた自動車部材等製

品への展開が図られます。 

 
 
図 1 繊維強化リグニン材を用いた自動車部材試作品 

（左：自動車部材を実装した自動車、右：実装した自動車部材）  

 

表１ VOC分析結果 （既存法と新規工法の樹脂部の差） 

 

 

 
図２ 不燃繊維強化リグニン材（その１） 図３ 不燃繊維強化リグニン材（その２） 

 

社会実装の対象と可能性： 

繊維強化リグニン材は、自動車部材や建材等に利用可能です。また、既存の立体成形

プロセスに適用可能であることから、用途に応じた立体物を繊維強化リグニン材で作製

することができるため、繊維強化プラスチックを必要とする広範囲な用途に使用するこ

とができると考えています。これらの用途に用いられれば、改質リグニンを用いた製品

の社会実装が図られます。 
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